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生薬成分の分析 

  

＜Sample＞ 

  1. Qunidine  

  2. Quinine 

 

 

 

 

Column ：Wakosil-II 5SIL-AQ, 

  4.6mmx250mm 

Eluent ：CH3CN/0.1M HCOONH4, pH3.0 

  =85/15 

Flow rate ：1.0mL/min. at 40℃ 

Detection ：UV 254nm 

Injection ：1mg/mL(CH3CN), 10μL 
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クロマト Q&A （38） 
最近、色々なメーカーのラインアップに HILIC カラムがありますが、Wakopak®のラインアップにはないのでしょうか？  Q 

HILIC とは Hydrophilic Interaction Chromatography の略称で、日本語では「親水性相互作用クロマトグラフィー」と呼ばれています。

HILIC モードでは極性基を有する固定相と、逆相系で用いるアセトニトリル/水系移動相の組合せにより、親水性化合物を保持させ

分離することが可能な分離モードです。弊社の Wakopak® シリーズでは Wakopak® Wakosil-II 5SIL-AQ が HILIC カラムになります。 

Wakopak® Wakosil-II 5SIL-AQ は 5μm 球状シリカゲル（未修飾シリカ）を用いており、ODS では保持の難しかった高極性化合物、

塩基性化合物も良好に分析が可能です。またイオンペア試薬を添加することなく分析できます。 

下記にカラムの特徴、実際のアプリケーションについてお示しいたします。 

A 

■特長 
●高極性物質の分析に適する 

●塩基性物質の分析に優れる 

●高濃度の有機溶媒を溶離液に使用 

   (アセトニトリル 80％以上) 

●イオンペア試薬不要 

  → LC/MS の高感度分析に最適 

コードNo. 品 名 サイズ(mm) 容量（本） 容 量 希望納入価格(円）

－ 4.6×10 W 1 25,000 

－ 4.6×30 W 1 25,000 

－ 4.6×150 W 1 41,000 

－ 

Wakopak® Wakosil-Ⅱ5SIL-AQ 

4.6×250 W 1 44,000 

その他、サイズ等はお問い合わせください。 （G.OK.）

＜Wakosil-II 5SIL-AQの基本特性＞

充てん剤：Wakosil-II 5SIL-AQ 

基材：5μm球状 

比表面積：500m2/g 

細孔径：6nm 

細孔容量：0.7mL/g 

修飾：未修飾シリカ 

■使用範囲 
●有機溶媒濃度(アセトニトリル)  80％以上

●pH の範囲 1～4 

ヌクレオシドの分析 

＜Sample＞ 

  1. Uridine 

  2. Adenosine 

  3. Guanosine 

  4. Cytidine 

 

Column ：Wakosil-II 5SIL-AQ,  4.6mmx250mm 

Eluent ：CH3CN/0.1M HCOONH4,pH3.0=85/15 

Flow Rate ：1.0mL/min. at 40℃ 

Detection ：UV 260nm 

Injection ：0.1mg/mL(H2O), 10μL 

 

Column ：Wakosil 5C18-200, 

  4.6mmx150mm 

Eluent ：CH3CN/0.1M NaH2PO4=2/98 

Flow Rate ：1.0mL/min. at room temp. 

Detection ：UV 260nm 

高極性な酸性物質（アスコルビン酸）の分析 
＜Sample ＞ 
1. Isoascorbic acid    2. Ascorbic acid  
 
 
 
 
 
 
Column ：Wakosil-II 5SIL-AQ,  4.6mmx250mm 
Eluent ：CH3CN/H2O/H3PO4=97/2/1 
Flow rate ：1.0mL/min. at 40℃ 
Detection ：UV 210nm 
Injection ：5μL 
  in 90% CH3CN (each 1.0mg/mL) 
 
Column ：Wakosil-II 5C18 RS, 
  4.6mmx150mm 
Eluent ：10mM NaH2PO4, 5mM TBAOH 
Flow Rate ：1.0mL/min. at room temp. 
 
TBAOH：Tetrabutylammonium hydroxide 
ODS ではイオンペア試薬の添加が必要！ 

生薬成分の分析 
 
<Sample> 
 1. Berberine 
 2. Palmatine 
 3. Coptisine 
 
 
 
Column ：Wakosil-II 5SIL-AQ, 
  4.6mmx250mm 
Eluent ：CH3CN/100mM HCOONH4, pH3.0 
  =95/5 
Flow rate ：1.0mL/min. at 40℃ 
Detection ：UV 345nm 
Injection ：5μL in 90% CH3CN 
 
Column ：Wakosil 5C18, 4.6mmx150mm 
Eluent ：CH3CN/0.1M Tartaric acid 
  4mM SOS=35/65 
 
SOS：Sodium Octane sulfonate 
ODS ではイオンペア試薬の添加が必要！ 
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固相抽出カラム パーフルオロ化合物の前処理に

コードNo. 品 名 カラムサイズ タイプ 容 量 希望納入価格(円）

236-50431 D  1本 47,000 

232-50433 
Wakopak® Wakosil-Ⅱ 3C18 RS 2.0mm×150mm

W 1本 47,000 

Presep® PFC-Ⅱによる PFCｓ（16 成分）の添加回収試験 

●固相抽出条件 

 カラムコンディショニング  

① CH3OH with 0.1％NH4OH 10ml 

② CH3OH  5ml 

③ H2O  5ml※1 

 捕集/濃縮操作  

水試料  （添加回収実験：精製水１ℓ※1 に PFCs を添加） 

↓ 

カラムに通液（流速 10～20ml/min）. 

↓ 

乾燥（Air パージ※2 or 窒素ガスパージ） 

↓ 

溶出：溶媒量  0.1％ アンモニア/CH3OH 2ml 

↓  窒素ガスパージ濃縮（→ 0.5ml） 

LC/MS/MS 測定 

※１：回収率実験を実施した各未使用の Presep
® 

カートリッジに通液させ PFCs を除去した精製水を使用。 

※２：試料を捕集したカラムの前段に未使用の Presep
® 

を接続し、空気を吸引することで、空気からのコンタミを防ぎます。

Wakopak® Wakosil-Ⅱ3C18 RS による PFCｓ（16 成分）の分析例 

●HPLC 条件 

Column ：Wakopak® Wakosil-Ⅱ3C18 RS  

  2.0mm×150mm 

Eluent ：A)10mM CH3COONH4 in H2O  B)CH3CN 

Gradient ：0-10min. B=35-90％ 

  10-15min. B=35％ 

Flow Rate ：0.2ml/min.  at 40℃ 

MS/MS ：3200 Q TRAP （ABI） 

No. Compound Q1 Q3 No. Compound Q1 Q3

1 PFBA 212.9 168.9 9 PFDA 512.9 469.0

2 PFPeA 262.8 219.1 10 PFOS 498.8 79.6

3 PFHxA 312.9 268.6 11 PFUnDA 562.9 519.0

4 PFBS 298.8 79.6 12 PFDoDA 612.9 568.9

5 PFHpA 362.8 318.7 13 PFDS 598.9 79.6

6 PFOA 412.9 368.9 14 PFTeDA 712.9 669.0

7 PFHxS 398.8 79.6 15 PFHexDA 812.9 769.0

8 PFNA 462.7 418.8 16 PFODA 912.8 168.9

 化合物 炭素数 添加量（ng） 回収率（％）

-SO3H PFBS 4 5 105.9 

 PFHxS 6 5 116.0 

 PFOS 8 5 107.4 

 PFDS 10 5 106.6 

-COOH PFBA 4 25 119.5 

 PFPeA 5 5 115.9 

 PFHxA 6 5 109.3 

 PFHpA 7 5 110.4 

 PFOA 8 5 109.5 

 PFNA 9 5 109.3 

 PFDA 10 5 110.0 

 PFUnDA 11 5 108.0 

 PFDoDA 12 5 109.4 

 PFTeDA 14 5 97.2 

 PFHexDA 16 5 104.6 

 PFODA 18 10 103.4 

Presep® PFC-Ⅱ 

分析��

� 14 分��

 

コードNo. 品 名 規格 容 量 希望納入価格(円）

291-33441 Presep® PFC-Ⅱ（60mg/3ml） 試料前処理用 10本×10 55,000 

（K.IS.）

※サンプル包装をご用意しております。 

炭素鎖 4～18 の微量パーフルオロ化合物（PFCs）を高率に回収可能 

「Presep® PFC-II」 は、ジビニルベンゼン-ポリメタリレート樹脂を基材とした充てん剤を充てんした固相抽出カラムで、パーフルオロオクタ

ンスルホン酸(PFOS),パーフルオロオクタン酸（PFOA)をはじめとする PFCs の前処理カラムとして使用できます。従来のカラムでは回収が困

難とされてきた炭素鎖の短い PFC から炭素鎖の長い PFC まで幅広く、高い回収率が期待できる製品です。Wakopak® Wakosil-II 3C18 RS と

組み合わせて使用することで PFCs16 成分の測定が可能です。 

New


